
・海上での調査は、船舶の往来が多いところでは短時間で作業を行う必要がある。
・深い水深の場所での堆積物採取は、装置が大がかりで、安価で行うことが困難。
・採取試料をより正確に解析するためには、連続サンプルであることが望ましい。

背　　景

特　　徴

海底/湖底堆積物の調査

・ボーリングが困難な水深でも堆積物採取が可能（水深70mでの採取実績あり）。
・短時間で採取可能・ボーリング調査よりも安価である。
・堆積物の連続サンプリングが可能である（15mの連続試料採取実績あり）。
・泥質の未固結堆積物の採取に適している。
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お問い合わせ先；
　地盤環境部地盤技術課
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　ken-niimi@fukken.co.jp
　　松木   宏彰
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コアラー投入状況 パイプ全景 採取試料状況（カキ殻混じりの粘土）

ピストンコアラー調査

用　　途
・海底および湖底の表層地質調査
・海底活断層調査
・堆砂状況調査
・堆積環境調査




